
　

残
暑
厳
し
い
８
月
下
旬
、
京
都
府

宇
治
市
に
あ
る
京
都
大
学
防
災
研
究

所̶

。夏
休
み
の
真
っ
た
だ
中
、人
け

の
少
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
地
域
の
工
学
系
大
学
の
研
究
者

た
ち
が
集
っ
た
。会
場
前
の
看
板
に

は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ『
ア
セ
ア
ン
工
学
系

高
等
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
A
U
N
/

S
E
E
D

‒

N
e
t
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』」

の
文
字
。３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
A
U

N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
の
地
域
会
議

が
行
わ
れ
た
。

　

A
U
N
/
S
E
E
D

‒

N
e
t
は
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
２
０
０
３
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を

契
機
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
産
業

界
を
中
長
期
的
に
支
え
る
産
業
人
材

の
必
要
性
が
問
わ
れ
、
日
本
政
府
は

「
工
学
系
高
等
教
育
機
関
の
能
力
強

化
」
を
提
唱
。こ
れ
を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
域
内
の
工
学
系
ト
ッ
プ
大
学
19

校
と
日
本
の
大
学
11
校
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
り
、
若
手
教
員
の
学
位

取
得
留
学
、共
同
研
究
、分
野
別
の
地

域
会
議
、
メ
ン
バ
ー
大
学
間
の
教
員

派
遣
な
ど
を
通
じ
て
、
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

一
つ
の
大
学
を
支
援
す
る
の
で
は

な
く
、
複
数
の
大
学
の〝
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

大
学
の
能
力
強
化

近年、急速に成長を続ける東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）地域。
ＪＩＣＡが日本の大学とともに築き上げてきた“大学ネットワーク”が核となり、

ＡＳＥＡＮ地域の未来を担う人材育成が進められている。

ASEANの成長を支える人づくり

from アセアン地域
ASEAN

北海道大学
慶應義塾大学
京都大学
九州大学
政策研究大学院大学
芝浦工業大学
東海大学
東京工業大学
豊橋技術科学大学
東京大学
早稲田大学

日本

ヤンゴン工科大学
ヤンゴン大学

ミャンマー

ラオス国立大学
ラオス

チュラロンコン大学
モンクット王工科大学ラカバン校
ブラパ大学

タイ

ハノイ工科大学
ホーチミン市工科大学

ベトナム

マレーシア科学大学
マラヤ大学

マレーシア

デラサール大学
フィリピン大学

フィリピン

ブルネイ工科大学
ブルネイダルサラム大学

ブルネイ

ガジャマダ大学
バンドン工科大学

インドネシア
ナンヤン工科大学
シンガポール国立大学

シンガポール

カンボジア工科大学
カンボジア

（右）日本人教授から指導を受けるASEANの学生たち。大学間の緊密なコミュニ
ケーションが、プロジェクトの成功につながっている
（左）ジョクジャカルタ近郊、地すべりの現場を調査するガジャマダ大学の学生たち。
自らの足を使って、調査研究に励んでいる

京都大学の地域会議でプレゼンテーションをする、ガジャマダ
大学のドウィコリタ教授。過去の被災経験を基に、地震、防災
分野の研究を進めている

ク
〞
を
活
用
し
た
協
力
―
。そ
の
ア
イ

デ
ア
は
、
90
年
〜
02
年
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
行
わ
れ
た
「
高
等
教
育
開
発

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｈ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
）」に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。A
U
N
/
S
E
E

D‒

N
e
t
事
務
局
の
堤
和
男
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、「
Ｈ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
で
は
、

A
U
N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
の
メ
ン

バ
ー
校
で
も
あ
る
バ
ン
ド
ン
工
科
大

学
と
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
が
ホ
ス
ト
大

学
と
な
り
、
ス
マ
ト
ラ
島
と
カ
リ
マ

ン
タ
ン
島
の
地
方
大
学
教
員
の
能
力

向
上
を
図
り
ま
し
た
。大
学
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
に
よ
り
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
、
現
地
で
の
評
価
も

非
常
に
高
か
っ
た
。そ
こ
で
A
U
N
/

S
E
E
D‒

N
e
t
は
、
こ
の
体
制
を

一
部
踏
襲
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
で

す
」と
話
す
。

　

A
U
N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
で
は
、

工
学
系
を
９
分
野
に
分
類
。各
分
野

で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
一
大
学
を
ホ

ス
ト
大
学
と
し
、
日
本
の
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
が
支
援
す
る
形
で
教
育

研
究
活
動
が
進
め
ら
れ
る
。Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
域
内
や
日
本
へ
の
留
学
を
通
じ

て
、
修
士
・
博
士
号
を
取
得
で
き
る

奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
設
置
し
た
。

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
大
学
で
は
今

日
明
日
に
必
要
な
実
践
的
な
技
術

を
、
日
本
の
大
学
で
は
将
来
の
た
め

の
先
端
技
術
を
学
ぶ
。自
分
た
ち
の

中
で
す
み
分
け
を
し
て
、
効
果
的
に

研
究
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
」。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
教

育
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
年
１

回
、
分
野
ご
と
に
地
域
会
議
を
開
い

て
い
る
。通
常
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域

の
大
学
が
主
催
者
と
な
る
が
、
今
回

は
京
都
大
学
防
災
研
究
所
の
寶
馨
教

授
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
「
京
都
大

学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
協
力
。分
野
横
断
型
で
「
防
災

工
学
」を
テ
ー
マ
と
し
、
特
別
に
日
本

で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

ホ
ス
ト
を
務
め
た
京
都
大
学
防
災

学
研
究
所
の
清
野
純
史
教
授
に
よ
る

と
、「
２
０
１
０
年
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
15
年
、
私
た
ち
日
本
の
研

究
者
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
年
で

す
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
彼
ら
に
日
本
の
現
場
を
見
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
。最
終

日
に
は
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
市
）
と
野
島
断
層
記
念
館
（
淡

路
島
）
を
視
察
。参
加
者
た
ち
は
、
地

域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
防
災
対
策
に

つ
い
て
、
よ
り
実
践
的
な
ア
イ
デ
ア

を
得
た
よ
う
だ
。

　

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
か

れ
た
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
大
学
院
地
質

工
学
科
の
ド
ウ
ィ
コ
リ
タ
教
授
は
、

06
年
の
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
の
経
験

を
生
か
し
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
周

辺
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
取
り

組
む
。

　
「
私
た
ち
大
学
の
役
割
は
、
地
域
に

研
究
成
果
を
還
元
す
る
こ
と
。住
民

も
活
用
で
き
る
よ
う
な
実
用
的
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
目
指
し
、
被
災
地

周
辺
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
」。そ
う
話
す
彼

女
の
研
究
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
九
州

大
学
の
渡
邊
公
一
郎
教
授
。「
10
年
前

に
初
め
て
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
に
行
っ

た
時
は
、
ほ
と
ん
ど
留
学
生
が
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
現
地
に

行
く
た
び
に
国
際
化
が
進
ん
で
い
る

の
を
感
じ
ま
す
。私
の
研
究
室
の
学

生
を
連
れ
て
行
く
こ
と
も
あ
る
の
で

す
が
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
学
生
た

ち
の
熱
意
に
刺
激
を
受
け
て
い
る
よ

う
で
す
」と
、
そ
の
変
化
に
喜
び
を
見

せ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て

７
年
―
。フ
ェ
ー
ズ
２
が
終
了
す
る

２
０
１
３
年
に
は
A
U
N
/
S
E
E

D‒

N
e
t
を
通
じ
て
、
修
士
・
博
士

号
を
取
得
す
る
若
手
教
員
の
数
は
９

０
０
人
以
上
に
上
る
と
み

ら
れ
る
。こ
の
数
字
は
、
域

内
の
メ
ン
バ
ー
大
学
の
教

員
の
約
２
割
が
、
A
U

N
/
S
E
E
D

‒

N
e
t
の

卒
業
生
と
い
う
計
算
に
な

る
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の

学
生
た
ち
は
、〝
国
に
貢
献

し
た
い
〞
と
い
う
意
識
が

強
い
。目
の
輝
き
が
違
い

ま
す
」
と
堤
さ
ん
。し
か

し
、「
現
状
で
は
研
究
設
備

も
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
お

淡路島の野島断層記念館を視察するＡＳＥＡＮ地域の研究者たち。九州大学の渡邊教授（中央）から15年前に生成された地震断層について説明を受けた

AUN／SEED-Net (ASEAN University Network／Southeast 
Asia Engineering Education Development Network)　 

り
、
自
身
の
能
力
を
十
分
発
揮
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。こ
れ
か

ら
は
、
彼
ら
の
経
験
や
技
術
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
十
分
に
生
か
す
こ
と
の

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
」と
、
継
続
的
な
支
援
の
必

要
性
を
訴
え
る
。

　
「
A
U
N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
の
メ

ン
バ
ー
は
、
私
に
と
っ
て
家
族
の
よ

う
な
も
の
で
す
」
と
力
強
く
語
る
ド

ウ
ィ
コ
リ
タ
教
授
。「
こ
れ
か
ら
も
共

に
試
行
錯
誤
し
、
刺
激
し
合
い
な
が

ら
研
究
成
果
を
高
め
て
い
き
た
い
」。

　

A
U
N
/
S
E
E
D‒

N
e
t
を
通

じ
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
成
長
を
支

え
る
人
材
は
確
実
に
育
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
広
が
る

大
学
の
国
際
化

た
か
ら
か
お
る
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